
□ 外壁の塗膜が膨れて気泡ができている。気泡は大きいものから小さいものまでありますが、全て手直しが必要です。

□ 外壁の塗膜が剥がれてきている。少しの塗膜の剥がれでも、後に大きな剥がれの原因になる恐れがあります。

□ 塗料の液が下に垂れてきている。液垂れを見つけた場合、他の箇所も同じ症状があるかもしれないので入念に確認しましょう。

□ 塗装の明らかに濃い箇所と薄い箇所がある。光の反射によって見え方が変わってくるので、よく確認してください。

□ 塗り忘れがある。付帯部の細かい箇所や室外機・給湯器の裏などは特に塗り忘れの可能性があります。

□ コーキング材がはみ出して外壁に付着している場合や、コーキング材が少なくて目地が完全に埋められていない。

□
足場材をぶつけて傷ついた跡がある。特に屋根瓦・屋根材の破損は取り換え費用が必要なため、屋根塗装の方は足場組立・解体

時はなるべく留守にしない方が安心です。

□
エアコンのダクトなどから水か家の中に入ってくる。水の勢いが強過ぎて外壁など破損してしまう。洗浄不足で汚れを落とし切

れていない。

□ 養生が上手くできていなくて塗らなくて良い箇所を塗ったり、塗らないといけない箇所を塗れていない。

□
お客様の要望・質問に答えられない。職人さんと営業さんんの間の意思疎通ができていない。お客様が不安を感じた時点でコ

ミュニケーション下手と言えるでしょう。

【外壁塗装が下手か判断できる！見極めシート】

※このシートを見て下手かどうかの判断に役立ててください。

※あくまでも目安で記載しております。少しでも気になることは業者に相談してください。

●当てはまる項目の□に✔をして確認しましょう


